


















































  The purpose of this paper is to expand the previous study of Maruyama （2010） on the expansion 
of the liaison approach for psychosomatics （1）. Some examples shows about modern crim of aged 
people, and comparison of young people and patients od addiction disorder obtained on the scale QOL. 
We discussed on the problems What is human happiness? in the psychosomatical and theological point 
of views.
On the Expansion of the Liaison Approach for Psychosomatics （2）
リエゾン心身処方学の展開（２）
丸　山　久美子＊














































































































































































生きがい ３７．８ ３５．０ ５０．５
家族 ２０．９ ２６．５ ２８．２
人とのふれあい １２．５ ７．４ 	６．４








































①今の自分の生き方が気に入らない 0.615 0.143 －0.008
②いつも孤独であると感じる 0.826 0.096 0.002
③自分自身と向き合うことに不安を感じる 0.512 0.221 0.037
④自分には存在価値があると思わない 0.561 0.161 0.025
⑤死の恐怖に対して他者よりも強い 0.16 0.492 0.192
⑥死を意識したのは他者よりも早い 0.145 0.651 0.034
⑦自分の死について他者よりも多く考える 0.158 0.701 0.071
⑧お守り・お礼を大切にする － 0.023 0.032 0.507
⑨先祖の霊が見守っている 0.027 0.103 0.738
寄与率 l 0.355 0.286 0.264
信頼性係数 a 0.793 0.783 0.789


















































































①私はとやかく年齢を気にするほうだ 0.637 0.248 0.031
②私は地位や財産、名誉を生きて行く支えにする 0.675 0.060 0.031
③何か不幸なことが起こりはしないかといつも心配だ 0.612 0.310 0.074
④私は生きて行く上で、名誉や財産にこだわる 0.679 0.027 0.024
⑤自分には存在価値があるとは思わない 0.168 0.717 0.078
⑥私の未来は絶望的である 0.150 0.898 0.152
⑦死は全ての活動の終わりである 0.298 0.098 0.682
⑧死んでしまったら、魂も含めて全てが消滅する 0.076 0.216 0.855
⑨人は死んでも繰り返し生まれ変わるということを信じない 0.194 0.007 0.623
寄与率 l 0.466 0.414 0.385
信頼性係数 a 0.807 0.899 0.848
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である。たとえば、飛行機の墜落に関する分布を
考えてみよう。如何に考えても墜落率が正規分布
によって説明されるとは考えられないであろう。
われわれは現代がケトレーの統計万能時代から数
えて約１８０年前の時代とは特段に異なることを
知っている。図２の分布は負の二項分布、別名、
ボリア ･エッケンベルガーの分布ともいい、稀現
象、伝播作用の起こる現象に当てはまる。即ち、
飛行機は一度落ちるとどこかで伝播作用が起こっ
て次々と墜落する。めったに墜落しない飛行機が
墜落するという現象に対して如何なる分布状態で
あるのかを明記したものである。このように社会
現象を表現する分布の形には様々なものがあっ
て、正規分布のほかに、ｔ分布、Ｆ分布、χ2 分
布などが多く知られている。
さて、人間が誕生して最初に目にするのは自分
に乳を与える母親の目である。その目に如何なる
意味がこめられているのかを乳児の無意識は正確
に捉えていることをわれわれは知っている。わが
子に乳を与える母の目はひたすら乳児の状態（ど
のように乳を飲むのか、どれくらい飲んでいるの
か）に集中し、愛しいわが子へのその眼差しは、
乳児の無意識に確実に保存され、自分が愛されて
いることを知るようになる。だが、現代の母親は
必ずしも乳児の無意識を満足させるような態度や
行動をするとは限らない。多忙な母親は子どもの
状態に集中的に没頭して、乳を飲ませる余裕がな
い。彼女は乳児に乳を含ませながら携帯電話で打
ち合わせを行い、あるいは他愛もないおしゃべり
に集中するというそれぞれの［小さな物語］の中
に生きている。あるいは自分の時間を奪ってゆく
わが子へ憎悪の眼差しを向け、乳児の無意識は自
分が愛されていない、どこかに捨てられるという
不安神経症の温床を作りあげる。乳児はこの世界
が恐怖に満ち、不幸で恐ろしい場所であると直感
する。世界に対するこのような畏怖の念は、自分
を見つめる母のまなざしへの不信となって、母が
自分を捨ててどこかへ行ってしまうのではないか
という母子分離不安におそわれた。子にとって母
との一時的な別離は［小さな死］を意味している。
どんなに夢中になって楽しく遊んでいても母がど
こかへ出かけようとする気配を察知すると、子は
脱兎のごとく母のそばに駆け寄りスカートの裾を
つかんで、自分も一緒に連れて行ってくれとせが
む。我々はこの光景を幾度か目にしてはいないだ
ろうか。容易に親離れのしない子どもは初めて目
にした母の目の中に微妙なかげりを捉えて潜在化
させ、思春期になって顕在化すると、それが家庭
内暴力や登校拒否、いじめ、自殺、殺傷事件の反
社会的行動の温床となるのである。このめぐり合
わせは、老人の反社会的行動の原因ともなってい
ることをわれわれは十分に良く知っておくことで
ある。老人が［小さな物語］の中で子どもや家族
に対する絆を放擲して生きてきたのであれば、あ
るいは老人は子どもに復讐されているのかもしれ
ない。孤独な老人が巷を徘徊し、反社会的行動を
引き起こすことがあるとすれば、あるいは、その
生き方に十分な責任を持つことが、これまでの人
生で［小さな物語］を物語ってきた人間の責任で
あることを、これからの社会に生きる人間は熟知
する必要があるのではないか。そのために力弱く、
たとえ自分では強い精神力を持っていると自負し
ている人でも、どこかで重大な誤りを起こす可能
性があることをわれわれは知っている。
たとえば、１９９８年に起こった１４歳の少年
の犯罪を思い起こしてみよう。彼は長男として母
の重大な責任感の元に厳しくしつけられたが、そ
れは母にとって子を愛するが故の何ものでもな
かったはずである。しかし、少年は母の愛をその
ように解釈するほど、たくましい精神力を持って
いなかった。彼は寄る辺なく孤独であり、如何に
母の愛が強くても、その力を信じることが出来ず、
もっと力強い存在を求めはしなかったか。つまり、
彼の感性には実存的に生きるための糧が絶対に必
要であった。彼は自分よりも弱い動物や子どもを
図 2　負の２項分布の確率分布
（ポリア・エッゲンベルガーの分布）
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殺傷し、それを彼が作り上げた［神］に生贄とし
てささげる行為を行っていたのである。存在感の
ない透明な自己が作り上げた［怒れる神］に捧げ
る生贄を［聖なる儀式］によって自分の世界を作
り上げていたのである。もし、少年の魂の中に神
の痛みに基礎付けられた愛を主なるテーマにする
神学の真髄を理解させることが出来る環境状況に
あったのならば、彼はそのような猟奇的な行動を
起こさず、自らの人生を別の角度から見直してい
たかもしれない。彼にとって必要な要素は魂の飢
餓状態への救いの業であった。彼が幼少の頃から
彼自身の持っている「霊性」の賜物を豊に保つよ
うに教育されていたのならば、われわれを震撼さ
せた驚くべき殺人事件を未然に防ぐことが出来た
と筆者は長い間考えていた。ただ彼の反社会的行
動に対する攻撃のみならず、彼の内面に存在して
いた真摯な魂の枯渇状態を早いうちに察知してい
ることが必要だったのではないだろうか。これこ
そ［小さな物語］が蔓延するポストモダン社会に
おいて我々が他者に配慮できる必要最小限の要素
ではあるまいか。
こうした前提条件の下に今後われわれの社会は
より進んだポストモダニズムの社会となるであろ
う。この現象を統計学的に表現すれば、図３に見
られるようなベキ乗分布の形をとる。人はいかよ
うにも多様に生き、［小さな物語］を作り、その
中で生きてゆくために必要最小限のエネルギーは
どこに存在するのであろうか。人間の力を遥かに
超えたところに存在する神をあがめるその姿勢、
それへと向かう精神の力や魂の癒しを求める謙遜
な心の中に存在するのではあるまいか。
おわりに
人間は恐ろしいサヴァンナの地から脱出して、
平地に居住し世界を支配する最も優れた生物と
なった。科学技術は格段に進歩し、世界は便利と
なった。これらの偉大な知的能力よりも最も人間
を偉大なものにしたのは、彼らは自分よりも更に
偉大な絶対的力を有する神（仏）の存在を知った
ことであり、それによって他の動物と確実に区別
されていることを悟ったことである。われわれは
そのとき地に膝まずいて彼らの知的に優れた頭を
下げ、両手を合わせて感謝の祈りささげる。全て
を神（仏）にゆだねることによって、われわれの
存在が保証され、生かされていることを知る。ポ
ストモダニズムの社会の中では人間の傲慢さが多
くの悲劇をもたらすが、それはいつしか、謙遜で
優れた人間であれば、いまや予想される社会の液
状化を防ぐ砦となることを知るのである。
図 3　標準ベキ乗関数分布
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